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藩
士
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纂
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史
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母　

利　

美　

和

は
じ
め
に

　

近
世
の
大
名
家
文
書
や
家
臣
の
家
に
伝
来
す
る
古
文
書
に
は
、
家
臣
の
歴
代
履
歴
を
記
し
た
史
料
が
少
な
か
ら

ず
存
在
す
る
。
本
書
で
翻
刻
紹
介
さ
れ
る
福
井
藩
の
「
剝
札
」「
士
族
」
な
ど
の
藩
士
履
歴
も
そ
の
一
例
で
あ
る

が
、
こ
れ
ら
が
作
成
開
始
さ
れ
た
時
代
や
経
緯
、
そ
の
呼
称
は
、
各
大
名
家
の
事
情
に
よ
り
一
定
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
岡
山
藩
池
田
家
で
は
、
寛
文
年
間
に
家
中
諸
士
の
初
代
以
来
の
「
家
譜
」
を
編
纂
（
倉
地
克
直
編
『
岡
山

藩
家
中
諸
士
家
譜
五
音
寄
』
一
九
九
三
年
）
し
、
そ
れ
以
降
も
幕
末
に
至
る
ま
で
「
奉
公
書
」
が
作
成
さ
れ
、「
番

頭
家
来
先
祖
書
勤
書
」
な
ど
の
史
料
も
伝
存
す
る
。
土
佐
藩
山
内
家
で
は
「
御
家
中
先
祖
書
」、
豊
後
森
藩
久
留

島
家
で
は
「
先
祖
書
」、
和
歌
山
藩
で
は
「
御
家
中
諸
士
先
祖
書
」、
鳥
取
藩
で
は
「
家
譜
」、
彦
根
藩
で
は
「
侍

中
由
緒
帳
」、
米
沢
藩
上
杉
家
で
は
「
勤
書
」
な
ど
、
呼
称
か
ら
見
て
も
様
々
だ
が
、
各
藩
が
家
臣
団
全
体
の
履

歴
を
編
纂
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
。

　

編
纂
の
頻
度
や
方
法
か
ら
見
る
と
、
米
沢
藩
上
杉
家
の
「
勤
書
」（
写
真
１
）
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）

の
書
き
上
げ
以
来
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）、
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
の
四
度

に
わ
た
っ
て
一
斉
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
上
杉
家
の
場
合
、
作
成
年
次
の
間
隔
は
一
定
で
は
な
い
が
、
数

十
年
の
間
隔
で
作
成
さ
れ
、
天
明
五
年
は
藩
主
治
憲
か
ら
治
広
へ
の
代
替
わ
り
に
相
当
す
る
。
製
本
装
丁
も
調
え

ら
れ
、
厳
重
に
保
管
さ
れ
て
き
た
と
見
え
（
写
真
１
）、
日
常
的
に
人
事
管
理
に
検
索
利
用
さ
れ
た
形
跡
は
見
ら

れ
な
い
。
鳥
取
藩
池
田
家
で
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
初
代
召
出
以
来
の
諸
士
勤
功
履
歴
を
記
し
た
各
家

の
「
家
譜
」
が
編
纂
さ
れ
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
は
享
和
四
年
以
降
の
履
歴
と
し
て
の
「
家
譜
」、
天
保

年
間
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
に
は
、
初
代
か
ら
の
歴
代
勤
功
履
歴
が
「
家
譜
」
と
し
て
あ
ら
た
め
て
編
纂
さ
れ
、

解
　
説
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そ
こ
に
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
頃
に
廃
藩
ま
で
の
履
歴
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
毎
年
書
き
継
が
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
数
十
年
の
間
隔
で
藩
士
履
歴
の
記
録
と
し
て
保
存
す
る
こ

と
が
目
的
で
編
纂
さ
れ
、
日
常
的
に
人
事
管
理
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
一
方
で
福
井
藩
の
履
歴
は
、
す
で
に
『
福
井
藩
士
履
歴
１
』
の
解
説
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
侍
身

分
を
対
象
と
し
た
「（
士
族
略
履
歴
）」
や
卒
身
分
の
「
新
番
格
以
下
」
な
ど
の
編
纂
が
幕
末
の
天
保
・
弘
化
期
に

一
斉
に
お
こ
な
わ
れ
、
以
後
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
、
何
人
も
の
筆
跡
で
書
き
継
が
れ
た
こ
と
、「
士
族
」

に
記
載
さ
れ
た
当
主
が
現
役
引
退
す
る
と
、
短
冊
形
に
剝
ぎ
取
ら
れ
「
剝
札
」
に
貼
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
各
藩
士
の
歴
代
の
進
退
に
応
じ
て
、
履
歴
が
書
き
継
が
れ
、
編
集
さ
れ
る
な
ど
、
継
続
し
て
人
事
管
理
に

活
用
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
う
し
た
事
例
は
、
私
自
身
が
こ
れ
ま
で
研
究
対
象
と
し
て
き
た
彦
根
藩
の
事
例

と
類
似
す
る
点
も
多
く
、
双
方
を
比
較
す
る
こ
と
で
、「
福
井
藩
士
履
歴
」
の
歴
史
的
意
義
や
官
僚
制
の
実
態
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

彦
根
藩
の
藩
士
履
歴
史
料

　

彦
根
藩
の
侍
身
分
の
履
歴
に
関
す
る
史
料
は
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
頃
に
編
纂
さ
れ
た
「
御
家
中
先
祖
記

録
」（
「
長
久
寺
文
書
」
長
久
寺
蔵
）、
ほ
ぼ
同
時
期
に
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
「
貞
享
異
譜
」（
「
彦
根
藩
井

伊
家
文
書
」
彦
根
城
博
物
館
蔵
）、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
「
侍
中
由
緒
帳
」（
同
前
、

以
下「
由
緒
帳
」と
略
記
）が
あ
る
。
前
二
者
は
、江
戸
幕
府
が
、徳
川
家
の
創
業
史
『
三
河
記
』（
貞
享
三
年
に
『
武

徳
大
成
記
』
と
書
名
を
改
め
て
完
成
）
を
編
纂
す
る
た
め
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
か
ら
貞
享
元
年
に
か
け
て
、

諸
大
名
や
庶
民
な
ど
徳
川
家
に
縁
の
あ
る
諸
家
か
ら
提
出
さ
せ
た
「
貞
享
書
上
」
の
集
成
事
業
と
重
な
っ
て
お
り
、

彦
根
藩
井
伊
家
に
お
い
て
も
、
こ
の
時
期
に
各
家
に
伝
わ
る
古
文
書
・
家
伝
類
を
も
と
に
先
祖
代
々
の
系
譜
編
纂

が
お
こ
な
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
目
的
は
、「
御
家
中
先
祖
記
録
」
の
冒
頭
に
記
さ
れ
た
「
御
侍
中
名
寄
先

祖
付
帳
」
の
趣
意
十
箇
条
に
よ
れ
ば
、
関
ヶ
原
合
戦
以
前
の
古
来
の
戦
陣
働
き
は
略
記
す
る
が
、
大
坂
両
陣
で
の



陣
参
・
御
供
の
有
無
を
印
付
け
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
大
坂
陣
で
の
功
績
を
重
視
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

と
こ
ろ
が
、「
由
緒
帳
」
の
編
纂
に
際
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
編
纂
留
意
事
項
が
前
書
き
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　

一�

御
家
中
江
侍
中
御
奉
公
ニ
罷
出
候
儀
、
曾
祖
父
・
祖
父
、
或
者
親
、
当
其
身
、
何
之
品
ニ
而
幾
年
前
ニ
被

召
出
候
儀
、
又
者
拝
知
高
、
或
者
御
加
増
拝
領
仕
儀
、
代
々
実
子
相
続
仕
段
、
或
ハ
何
代
目
養
子
ニ
而
相

続
仕
来
候
儀
、
何
代
目
当
其
身
迄
、
何
之
御
役
儀
相
勤
候
趣
御
帳
面
ニ
載
之

　
　

一�

御
家
中
江
不
被
召
出
候
前
、
先
祖
由
来
事
品
多
者
可
有
之
候
得
共
、
無
詮
事
ニ
付
、
大
体
計
書
付
ニ
致
さ

せ
候
事

　
　

一�

数
度
之
御
陣
参
御
供
仕
候
者
之
儀
、
高
名
仕
、
或
ハ
走
廻
り
働
前
之
事
者
年
久
敷
儀
故
、
今
更
吟
味
難
及

御
帳
ニ
除
之

　
　

一�

侍
衆
壱
人
々
よ
指
出
シ
之
書
付
、
御
目
付
中
請
取
、
御
帳
面
ニ
載
之

　
　

一
御
知
行
高
よ
り
順
々
ニ
小
身
迄
次
第
不
同
、
御
帳
面
書
記
之

　
　
　
　

元
禄
四
辛未
年
五
月
吉
祥
日　
　
　
　
　
　
　

木
俣
清
左
衛
門
（
以
下
家
老
三
名
略
）

　
　
　
　
　

奉
之

　

こ
れ
に
よ
る
と
、「
由
緒
帳
」
の
編
纂
は
、
あ
く
ま
で
藩
士
各
家
が
井
伊
家
に
仕
え
て
か
ら
の
履
歴
を
記
録
す

る
た
め
で
あ
り
、
先
祖
の
履
歴
の
内
、
戦
陣
働
き
は
記
録
の
対
象
と
し
な
い
と
さ
れ
、
平
時
の
役
儀
に
お
け
る
履

歴
・
功
績
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
提
出
さ
れ
た
由
緒
書
は
、
目
付
役
が
請
け
取
り
、
知
行

高
順
に
並
べ
、
こ
れ
を
「
御
帳
面
（
由
緒
帳
）
」
と
し
て
編
纂
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

「
由
緒
帳
」
に
よ
る
記
録
は
、
元
禄
か
ら
享
保
年
間
の
初
め
ま
で
は
一
定
し
な
い
が
、
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）

か
ら
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
ま
で
、
ほ
ぼ
二
年
ご
と
に
藩
主
在
国
中
に
書
き
継
ぎ
が
命
じ
ら
れ
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
ま
で
続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
由
緒
帳
」
の
編
纂
を
命
じ
た
四
代
藩
主
井
伊
直な
お

興お
き

は
、
前
年
二
月
に
日
光
東
照
宮
の
修
復
普
請
の
見
分



の
た
め
江
戸
を
発
足
し
た
当
日
、
家
中
の
「
目
付
衆
・
賄
衆
・
納
戸
衆
・
普
請
奉
行
・
大
工
奉
行
を
始
、
諸
奉
行
・

諸
役
人
」
に
対
し
て
、「
諸
役
人
共
か
た
は
し
に
遂
吟
味
、
不
届
之
者
之
分
急
度
仕
置
ニ
申
付
、
諸
役
人
之
見
せ

し
め
ニ
可
致
候
」
と
厳
し
い
申
し
渡
し
を
し
た
。
直
興
は
、
深
刻
な
藩
財
政
の
現
状
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
藩

内
役
人
の
怠
慢
が
そ
の
原
因
で
あ
る
と
判
断
し
、
強
い
改
革
意
識
を
も
っ
て
、
日
光
普
請
が
終
わ
れ
ば
直
ち
に
諸

役
人
の
取
り
調
べ
を
お
こ
な
い
、
厳
し
い
処
分
で
臨
む
意
思
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
直
興
は
普
請
終
了
後
、
元

禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
十
月
に
彦
根
に
帰
国
す
る
と
、
家
中
へ
倹
約
を
命
じ
、
十
月
二
十
九
日
に
は
、
大
嶋
弥
右

衛
門
・
礒
嶋
又
介
・
堀
半
左
衛
門
・
本
庄
彦
七
ら
四
人
を
改
易
し
た
。
お
そ
ら
く
「
諸
役
人
之
見
せ
し
め
」
と
し

て
の
処
分
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

井
伊
直
興
が
家
中
諸
役
人
に
求
め
た
こ
と
は
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
三
月
十
八
日
に
、
家
老
衆
他
へ
宛
て

て
発
令
し
た
「
御
書
付
」（
「
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
」
彦
根
城
博
物
館
蔵
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
家
中
が
世
代
を

重
ね
る
内
に
、
近
年
は
「
侍
之
真
」
が
薄
く
な
っ
て
い
る
現
状
を
批
判
し
、
侍
の
平
常
の
勤
め
は
、
主
君
の
た
め

平
時
も
戦
場
で
も
命
を
か
け
る
こ
と
で
あ
り
、
武
士
た
る
「
役
儀
」
は
、
本
来
「
武
を
み
が
き
男
を
立
る
」
こ
と

で
あ
る
が
、「
太
平
之
御
代
」
に
あ
っ
て
は
、
年
来
の
「
厚
恩
」
に
報
い
る
た
め
、「
畳
の
上
の
奉
公
（
平
時
の
役

儀
）」
を
励
む
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
奉
公
は
「
影
々
の
奉
公
」
で
あ
り
、
張
り
合
い
も
な
く
、
心

に
染
ま
な
い
も
の
で
あ
る
が
、「
影
々
の
奉
公
」
に
一
層
励
む
こ
と
こ
そ
が
「
真
之
奉
公
」
で
あ
る
と
教
諭
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

彦
根
藩
で
は
、
元
禄
期
に
は
各
役
方
の
整
備
・
分
業
に
よ
り
官
僚
制
が
調
い
つ
つ
あ
り
、
全
藩
士
の
役
儀
を
中

心
と
し
た
人
事
考
課
録
と
し
て
の
「
由
緒
帳
」
を
編
纂
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
付
役
に
よ
る
藩
士
の
人
事
管
理
を

始
め
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
特
徴
は
、
ま
ず
第
一
に
、
人
事
に
お
け
る
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
昇
格
、
加
増
・
加
扶
持
、
役
料
支
給
、

褒
賞
な
ど
に
際
し
て
、
各
役
方
の
頭
か
ら
の
「
伺
」
が
家
老
・
用
人
に
提
出
さ
れ
る
と
、
目
付
役
へ
「
御
尋
」
が

あ
り
、「
由
緒
帳
」
に
よ
り
先
例
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
「
例
書
」
と
し
て
家
老
・
用
人
に
回
答
さ
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れ
（
写
真
2
）、
そ
の
判
断
結
果
に
よ
り
可
否
が
決
定
さ
れ
る
と
い
う
手
続
き
に
あ
っ
た
。
第
二
に
は
、
記
載
内

容
は
召
出
、
役
儀
の
変
遷
、
相
続
な
ど
の
履
歴
と
諸
役
儀
に
お
け
る
功
績
の
み
な
ら
ず
、「
御
叱
」「
指
控
」「
慎
」

な
ど
の
処
分
な
ど
も
記
録
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
第
三
に
は
、「
由
緒
帳
」
の
記
載
事
項
は
、
各
藩
士
か

ら
目
付
役
へ
提
出
さ
れ
た
が
、
提
出
さ
れ
た
内
容
を
、
目
付
方
の
人
事
記
録
と
照
合
し
、
誤
記
や
脱
漏
を
本
人
に

指
摘
し
た
上
で
、
加
除
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
管
理
す
る
側
と
、
管
理
さ
れ
る
側
が
双
方
合
意
の
上
で
、

各
履
歴
を
「
由
緒
帳
」
に
記
録
し
た
わ
け
で
あ
る
。

「
剝
札
」「
士
族
」
の
編
纂
時
期

　

つ
ぎ
に
福
井
藩
の
実
態
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
福
井
藩
家
臣
団
の
形
成
は
、『
国
事
叢
記
』
に
よ
る
と
、
元
和

九
年
（
一
六
二
三
）
の
忠
直
「
不
行
跡
」
に
よ
る
配
流
処
分
後
、
越
後
高
田
か
ら
忠
昌
が
入
部
し
た
際
、
忠
直
旧

臣
に
対
し
て
残
留
・
退
転
を
自
由
に
さ
せ
、
五
〇
〇
騎
の
内
、
一
〇
五
騎
が
忠
昌
に
出
仕
し
た
と
伝
え
、
忠
昌
の

直
臣
三
〇
〇
騎
と
合
わ
せ
て
約
四
〇
〇
騎
が
基
礎
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。こ
の
こ
と
は
、享
保
六
年（
一
七
二
一
）

に
編
纂
さ
れ
た
「
諸
士
先
祖
之
記
」
と
題
さ
れ
る
藩
士
の
由
緒
書
で
も
確
認
さ
れ
、
福
井
藩
の
家
臣
団
は
秀
康
の

結
城
時
代
ま
で
に
仕
官
し
た
者
と
、
越
後
高
田
か
ら
忠
昌
に
扈
従
し
て
来
た
者
が
中
核
を
占
め
て
い
た
と
い
っ
て
よ

い
と
さ
れ
る
（『
福
井
県
史
』）。
つ
ま
り
、
お
も
な
藩
士
の
出
仕
時
期
は
元
和
九
年
以
前
と
推
定
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
に
収
録
さ
れ
た
「
剝
札
」
や
「
士
族
」
が
編
纂
さ
れ
た
時
代
背
景
を
検
討
す
る
た
め
、

収
録
さ
れ
た
記
事
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

　

上
掲
の
表
１
は
、『
福
井
藩
士
履
歴
１
～
5
』
の
内
、
各
藩
士
家
の
初
出
記
事
が
古
い
も
の
を
抄
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
最
も
古
い
記
事
で
「
小
栗
勘
兵
衛
」
が
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
で
あ
り
、「
諸
士
先
祖
之
記
」
と

は
異
な
り
、
忠
昌
の
入
部
前
後
の
元
和
期
に
関
す
る
記
事
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
吉
田
健
氏
が
、『
福
井
藩
士
履

歴
１
』
の
解
説
で
指
摘
し
た
よ
う
に
「「
士
族
」
搭
載
の
当
主
が
現
役
引
退
す
る
と
、
短
冊
部
分
は
剝
ぎ
取
ら
れ
、

直
接
記
載
の
部
分
は
切
り
取
ら
れ
て
「
剝
札
」
に
あ
ら
た
に
貼
り
足
さ
れ
た
」
と
仮
定
す
る
と
、「
士
族
」
の
編

表 1  福井藩士履歴（初出記事年次順）

初代人名 初出の冒頭記事 次代の家督相続記事

小栗 4（勘兵衛） 寛永 13 年 5 月 29 日 親勘兵衛跡目被下 宝永 5 年正月 16 日 父勘兵衛跡知被下

石川 1（忠右衛門） 正保元年 7 月 親甚左衛門拝知 100 石被下置 宝永 6 年 11 月 26 日 父忠右衛門家督無相違被下

滝勘兵衛 承応 2 年 9 月 19 日 父勘兵衛跡知 250 石被下 享保 3 年 12 月 28 日 養父了儀へ被下候御扶持方被下…

永田 1（四郎兵衛） 明暦元年 7 月 父跡目 150 石被下 正徳 3 年 10 月晦日 父四郎兵衛隠居、家督無相違…

坂井 1（善八） 明暦 2 年 3 月 祖父草間金兵衛家督 100 石被下 享保 4 年 3 月 16 日 父善八跡目無相違被下…

周防伊左衛門 万治 3 年 父伊左衛門家督 200 石被下 正徳 6 年正月 21 日 父伊左衛門隠居、家督無相違…

渥美 1（新右衛門） 寛文 2 年 11 月 25 日 於江戸召出 正徳元年 11 月 7 日 父新右衛門隠居、家督無相違

鱸市郎左衛門 寛文 3 年 2 月 21 日 養父九郎右衛門家督… 正徳元年 11 月 7 日 父市郎右衛門家督無相違被下

大内七郎兵衛 寛文 4 年 3 月 親伊右衛門為跡目被下置 宝永 7 年 2 月 22 日 父七郎兵衛家督無相違被下

今村 1（段右衛門） 寛文 9 年 7 月 4 日 父段右衛門跡知無相違… 宝永 2 年 7 月 13 日 父段右衛門家督
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纂
開
始
時
期
の
上
限
は
寛
永
十
三
年
ま
で
遡
る
こ
と
は
可
能
性
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
編
纂
開
始
時
期
の
当
代

の
藩
士
が
、
自
身
の
履
歴
を
遡
っ
て
記
載
し
た
と
す
れ
ば
、
も
う
少
し
下
る
時
期
と
も
推
測
さ
れ
る
。

　

で
は
、「
剝
札
」
の
編
纂
時
期
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
当
主
現
役
引
退
に
よ
り
「
剝
札
」
が

成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
各
藩
士
家
の
初
出
人
物
の
引
退
時
期
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
表
２
は
、「
次
代
の

家
督
相
続
記
事
」
の
古
い
順
に
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
も
古
い
記
事
で
は
、
荻
野
小
大
膳
家
の
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
の
記
事
が
突
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
は
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
以
降
の
相
続
記
事
ば
か
り

で
あ
る
。
で
は
、「
剝
札
」
の
成
立
は
、
宝
永
頃
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
「
剝
札
」
の
書
式
や
筆
跡
で
あ
る
。『
福
井
藩
士
履
歴
１
～
４
』
の
口

絵
写
真
を
見
る
と
、「
剝
札
」
の
図
版
と
し
て
稲
葉
１
、
狛
１
、
杉
田
１
、
酒
井
１
、
中
根
１
の
事
例
が
確
認
で

き
る
が
、「
士
族
」
か
ら
剝
ぎ
取
ら
れ
た
と
さ
れ
る
短
冊
型
の
各
歴
代
の
書
付
は
、
い
ず
れ
も
初
出
人
物
か
ら
二

代
な
い
し
七
代
ま
で
、
書
付
の
天
地
の
大
き
さ
（
縦
の
長
さ
）
や
「
石
高
・
履
歴
・
人
名
」
の
割
付
、
上
下
に
付

さ
れ
た
歴
代
数
字
、
朱
点
・
黒
点
、
記
事
の
筆
跡
な
ど
の
類
似
点
が
確
認
さ
れ
る
。『
福
井
藩
士
履
歴
３
』
の
杉

田
１
の
事
例
に
よ
り
確
認
す
れ
ば
、初
出
「
杉
田
五
郎
兵
衛
」
の
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
の
記
事
か
ら
数
え
て
、

書
付
七
枚
目
「
杉
田
主
水
」
の
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
の
記
事
ま
で
は
同
一
書
式
・
同
一
筆
跡
で
あ
り
、
そ
れ

以
降
は
一
枚
ず
つ
筆
跡
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
3
）。
初
出
記
事
か
ら
七
枚
目
の
間
、
約
九
十
年
に
わ

た
り
、
同
一
人
物
が
各
歴
代
の
隠
居
の
度
に
、
剝
札
に
貼
り
継
い
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
は
同
時
期
、

少
な
く
と
も
明
和
二
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
同
時
期
と
思
わ
れ
る
部
分
の
下
限

年
代
を
他
の
写
真
掲
出
部
分
の
み
比
較
す
る
と
、
明
和
か
ら
安
永
期
頃
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ

ら
く
こ
の
時
期
に
何
ら
か
の
目
的
で
作
成
さ
れ
た
藩
士
履
歴
台
帳
か
ら
切
り
取
ら
れ
、「
剝
札
」
と
し
て
編
集
が

始
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

表 2  福井藩士履歴（次代、または 2 代目の家督相続年次順）

初代人名 初出の冒頭記事 次代の家督相続記事

荻野 2（小大膳） 寛文 10 年 3 月 18 日 金津所司代秋田市兵衛跡 延宝 3 年閏 4 月 11 日 父小大膳跡知 700 石被下…

小栗 4（勘兵衛） 寛永 13 年 5 月 29 日 親勘兵衛跡目被下 宝永 5 年正月 16 日 父勘兵衛跡知被下

木村 1（七右衛門） 寛文元年 7 月 御小姓被召出…（勝山と改姓） （勝山藤五郎）宝永 5 年閏正月 29 日 父七右衛門跡目…

大宮 1（彦右衛門） 延宝 4 年 3 月 金津奉行被仰付 宝永 5 年 3 月 18 日 父彦右衛門跡知…

門野 1（九右衛門） 延宝 2 年 3 月 7 日 養父九右衛門為跡目 宝永 5 年 5 月 25 日 養父九右衛門跡知無相違…

加藤 3（武右衛門） 宝永 3 年 6 月 25 日 養父牛兵衛跡目無相違被下 宝永 6 年 3 月 5 日 養父武右衛門跡目御切米被下

杉田 1（五郎兵衛） 寛文 12 年 12 月 22 日 父主水跡知 5000 石… 宝永 6 年 4 月 21 日 父五郎兵衛跡目被下

加賀藤左衛門 延宝 3 年 5 月 11 日 父藤左衛門跡目 300 石被下 宝永 6 年 6 月 9 日 養父藤左衛門為跡目此通被下

今村 2（伝兵衛） 寛文年中 被召出… 宝永 7 年 6 月 21 日 養父伝兵衛跡知無相違被下

石川 1（忠右衛門） 正保元年 7 月 親甚左衛門拝知 100 石被下置 宝永 6 年 11 月 26 日 父忠右衛門家督無相違被下
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「
剝
札
」「
士
族
」
の
編
纂
目
的

　

明
和
か
ら
安
永
期
と
は
、
福
井
藩
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
時
期
な
の
だ
ろ
う
か
。
福
井
藩
は
、
一
橋
家
か
ら
養

子
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
重
富
が
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
に
藩
主
と
な
り
、
藩
財
政
の
困
窮
に
対
処
し
て
藩
士
の

半
知
借
上
、
御
用
金
調
達
な
ど
、
様
々
な
財
政
施
策
を
試
み
た
時
代
で
あ
る
。
施
策
は
必
ず
し
も
成
功
せ
ず
、
明

和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
は
大
規
模
な
打
ち
こ
わ
し
が
発
生
し
、
施
策
に
関
与
し
た
家
老
酒
井
外
記
の
処
分
が
断

行
さ
れ
「
剝
札
」
に
も
「
御
役
御
免
」
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
藩
政
へ
の
危
機
意
識
か
ら
、
人
材
登
用
の
手
段
と
し
て
、
各
藩
士
家
の
先
祖
功
労
の
由
緒
を
物
語
る

「
諸
士
先
祖
之
記
」
と
は
異
な
る
、
目
付
役
に
よ
る
現
任
人
材
の
人
事
管
理
の
た
め
の
履
歴
台
帳
が
必
要
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
以
後
、
目
付
役
に
お
い
て
は
吉
田
健
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
御
目
付
御
記
録
書
継
方
」「
御

記
録
方
」
と
い
う
各
家
の
履
歴
書
き
継
ぎ
の
部
署
が
設
け
ら
れ
、
各
藩
士
が
引
退
し
家
督
を
相
続
す
る
と
、
先
代

の
記
事
を
「
剝
札
」
に
貼
付
、
転
載
す
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
あ
が
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
記
録
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
注
目
す
る
と
、
享
保
期
頃
ま
で
は
、
家
督
・
跡
目
、
召
出
、
取
立
な
ど
の

初
出
記
事
、
番
入
、
役
儀
拝
命
や
転
任
の
記
事
、
席
順
の
記
事
、
役
儀
に
関
す
る
知
行
加
増
・
役
料
足
高
・
擬
作

加
増
の
記
事
、
休
息
・
病
気
・
死
去
等
に
よ
る
退
身
の
記
事
が
ほ
と
ん
ど
で
、
し
か
も
簡
略
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
こ
の
時
期
ま
で
の
記
事
に
は
、
各
藩
士
の
負
の
評
価
に
つ
な
が
る
処
罰
記
事
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

享
保
期
か
ら
役
儀
取
上
・
遠
慮
・
指
扣（
指
控
）・
閉
門
・
逼
塞
な
ど
の
記
事
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
表
３
は
、

『
福
井
藩
士
履
歴
３
』
収
録
の
記
事
か
ら
、
処
罰
記
事
の
年
次
の
古
い
順
に
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で

部
分
的
な
分
析
で
あ
る
が
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
頃
か
ら
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
宝
暦
・
明
和
期
頃
か

ら
頻
出
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
処
罰
関
係
の
記
載
内
容
か
ら
も
、「
剝
札
」「
士
族
」
の
利

用
目
的
が
た
ん
な
る
功
績
の
記
録
に
留
ま
ら
ず
、
正
負
両
面
の
人
事
履
歴
を
記
録
す
る
こ
と
で
、
公
正
な
人
事
管

理
・
登
用
を
目
指
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
う
し
た
記
載
内
容
の
変
化
は
、
処
罰
記
事
の
み
な
ら
ず
役
儀
・
御
用
に
と
も
な
う
功
績
に
対
す
る
褒
賞
金
の
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下
賜
や
江
戸
詰
・
京
詰
な
ど
の
記
事
の
よ
う
に
、
個
々
の
藩
士
の
勤
務
内
容
に
ま
で
踏
み

込
ん
だ
記
載
が
、
時
代
を
下
る
ご
と
に
詳
細
に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
松
平
慶
永

が
藩
主
に
就
く
天
保
・
弘
化
期
（
一
八
三
〇
～
四
八
）
以
降
、
外
圧
の
危
機
へ
の
対
応
、

藩
財
政
改
革
の
必
要
性
か
ら
、
藩
校
明
道
館
や
洋
学
所
の
設
立
、
御
製
造
方
・
制
産
方
の

設
置
、
軍
制
の
洋
式
化
、
農
兵
の
取
り
立
て
に
よ
る
軍
制
改
革
な
ど
、
め
ま
ぐ
る
し
い
改

革
や
軍
事
対
応
策
が
実
施
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
朝
廷
・
幕
政

改
革
以
降
、
松
平
春
嶽
の
復
権
に
よ
り
政
治
・
軍
事
に
表
舞
台
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
福

井
藩
に
お
い
て
、
藩
士
た
ち
の
活
動
の
場
は
飛
躍
的
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

表
４
は
『
福
井
藩
士
履
歴
３
』
収
録
の
記
事
か
ら
、
文
久
二
年
以
降
の
軍
制
に
か
か
わ

る
記
事
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
文
久
二
年
の
「
農
兵
御
派
（
端
）
立
」、
元
治
元
年
（
一 

八
六
四
）
の
「
御
軍
帳
割
替
」、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
「
補
兵
隊
」、
慶
応
二
年
の

「
御
軍
制
御
改
革
」、
慶
応
三
年
の
「
新
撰
隊
」
や
「
遊
撃
隊
」
な
ど
、
従
来
あ
ま
り
具
体

的
解
明
が
す
す
ん
で
い
な
い
記
事
も
多
く
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
組
織
構
成
や
関
与
し
た
藩

士
の
経
歴
分
析
を
す
す
め
れ
ば
、
幕
末
期
の
軍
制
改
革
の
実
態
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。

　

ま
た
「
剝
札
」
や
「
士
族
」
に
見
ら
れ
る
文
久
期
以
降
の
記
事
の
豊
富
さ
は
、
こ
れ
ら

諸
藩
士
の
広
範
囲
に
わ
た
る
活
動
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
彼
ら
の
功
績
を
正

負
を
問
わ
ず
公
平
に
評
価
す
る
た
め
の
記
録
で
あ
っ
た
こ
と
も
見
失
っ
て
は
い
け
な
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、「
剝
札
」「
士
族
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
福
井
藩
士
の
履
歴

に
関
す
る
史
料
の
存
在
は
、
近
世
中
後
期
に
お
け
る
福
井
藩
の
人
材
登
用
や
人
事
管
理
の

表 3  福井藩士履歴（処分記事年次順）

人　名 処分記事

近藤 2（八右衛門） 享保 2 年 7 月 29 日 御取揚閉門被仰付

仙石 2（庄右衛門）
享保 16 年 9 月 5 日 役義御取揚
延享 4 年正月 21 日 知行御取上ケ、此訳ハ力丸又左衛門不所存者ニ付、致義絶候段御目付へ相達、当時
相勤罷在候者を右躰麁忽之取扱ニ付 25 石 5 人被下、此節逼塞

酒井 5（六郎右衛門） 享保 17 年 7 月 16 日 不調法之儀有之御役被召上、拝知 50 石被減逼塞被仰付、大番入

菅沼 3（平兵衛） 元文 3 年 5 月 21 日 御咎之品有之、御役御取上ケ、大番入

鱸九郎右衛門 寛保 2 年 6 月晦日 御役取揚、大番入遠慮

千本長右衛門 延享 4 年正月 21 日 御叱、是ハ力丸又左衛門義絶之義申達候ニ付而也

鈴木 9（弥右衛門） 宝暦 4 年 5 月 7 日 家内不締り其上倅幸助出奔ニ付御切米 2 石被減、御役御取上、新番入

笹治 1（多門） 宝暦 10 年 8 月 17 日 遠慮、同 29 日御免

鈴木 8（市右衛門） 宝暦 11 年 5 月 8 日 妻致出奔兼而家内不締りニ付遠慮

鈴木 1（藤十郎） 宝暦 12 年 2 月 5 日 田代養山類族取扱不参届、拝知之内 50 石御取上、遠慮

佐々木 1（小左衛門） 宝暦 12 年 6 月 22 日 不締り之趣有之御呵遠慮

白井荒四郎 明和 2 年 9 月 25 日 役義御取上ケ、拝知被召上、25 石 5 人扶持被下、大番入
明和 4 年閏 9 月 25 日 家内不締りニ付格式御下ケ被成、新番入、閉門

下山 2（半左衛門） 明和 4 年 9 月 25 日 倅勝次郎不届之致方有之ニ付御預被成、仍之御役御免被成、末ノ番外此節遠慮

渋谷 2（五郎右衛門） 明和 5 年 4 月 16 日 遠慮

鈴木 2（忠右衛門） 明和 5 年 4 月 16 日 遠慮

酒井 1（外記） 明和 5 年 6 月 21 日 御役御免…

斎木左次右衛門 明和 5 年 7 月朔日 侍格御取上ケ、小役人へ御下ケ被成

関 4（竜輔） 明和 7 年閏 6 月 25 日 不埒之義有之、閉門
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実
態
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
り
、
福
井
藩
が
長
き
に
わ
た
っ
て
形
成
し
て
き
た
藩
政
機
構
・
官
僚
組
織
を

検
討
す
る
上
で
、
貴
重
な
史
料
群
と
い
え
よ
う
。
残
念
な
が
ら
人
事
管
理
に
お
け
る
裁
可
の
具
体
的
な
諸
手

続
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て
は
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
高
木
不
二
氏
に
よ
る
幕
末
期
に
お
け
る

「
制
産
方
」
の
活
動
と
そ
の
消
長
の
発
見
（
『
福
井
藩
士
履
歴
3
』
の
解
説
）
や
、「
新
番
格
以
下
諸
下
代
迄
」

の
分
析
を
さ
れ
た
熊
澤
恵
理
子
氏
に
よ
る
、
下
級
士
の
履
歴
で
は
「
役
職
で
業
績
を
上
げ
た
者
が
、
身
分
の

枠
を
越
え
て
非
常
に
早
く
出
世
」
し
た
と
の
指
摘
（
『
福
井
藩
士
履
歴
2
』
の
解
説
）
は
、
こ
れ
ら
の
人
事

記
録
が
彼
ら
の
進
退
を
左
右
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。

表 4  福井藩士履歴（文久 2 年以降の軍制関係記事）

人　名 軍制に関する記事

剣持弥三郎 文久 2 年 10 月 6 日 今度農兵御端立ニ付、西尾十左衛門申談教授手伝被仰付候

狛 3（帯刀） 文久 3 年 4 月 5 日 今般農兵御派立ニ付一組御附被成…

酒井 2（与三左衛門） 文久 3 年 6 月朔日 今度農兵御派立ニ付一組御附被成候間、其手之面々并掛り西尾十左衛門等江厚申談、
万端引受致世話候様被仰付

狛 1（山城） 元治元年 4 月 11 日 今般御軍帳御割替ニ付、向後大隊二隊御附属被成候段被仰出候

小林 3（弥之助） 慶応元年閏 5 月 18 日 三番之補兵隊被仰付

小林 3（八郎平） 慶応 2 年 11 月 3 日 今度御軍制御変革之御趣意ニ付、御広間当番勤被仰付候

剣持弥三郎 慶応 2 年 12 月 26 日 御先第三小隊指添被仰付

近藤 2（篤） 慶応 2 年 8 月 20 日 農兵差配役被仰付…

近藤 2（篤） 慶応 3 年正月 29 日 新撰隊教授方并指揮役兼被仰付

近藤 3（源太郎） 慶応 3 年 10 月 22 日 第一遊撃隊御雇被仰付候

権太祐市 慶応 4 年正月 7 日 第一遊撃隊江被入候

剣持弥三郎 慶応 4 年 3 月 11 日 在京中第一遊撃隊御雇被仰付候

近藤 2（篤） 明治元年 10 月 出張中七番遊撃隊長被仰付…
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福井藩家臣団の家格別人数
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